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５－２．効果検証の概要
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（アウトカム）

①70名

②25名
（　R7　）

①94名

②19名
（　R7　）
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９．経費の内訳 （単位：円）

事業
番号 個別事業名

公募要領の
取組例

予算措置年度
交付決定事業 総事業費

（A=B+C+D)
本交付金
（B)

他の寄付金等
（C)

自己資金
（D)

備　　考

1
ましき女性みらい塾
フォローアップ事業

２（１）
７年度当初予
算

７年度当初予
算

885,900 427,000 0 458,900

0

0

0

合　　計 885,900 427,000 0 458,900

10．担当者名及び連絡先
所属部署：総務課男女共同参画係
電話番号：096-286-6665　　　　　　　　　　　電子メールアドレス：danjyo@town.mashiki.lg.jp

７．今後の課題

　地域資源である女性人材の活用促進は重要課題です。審議会委員等の女性割合は目標30%に対し未達成の状況となって
います。行政側が公募などを通して「機会を提供すれば女性の応募も増え、登用が進む」と考えても、女性側には「自分には
無理」という意識のズレがあり、このギャップが課題です。今後は、女性のスキルアップ支援、発掘・育成強化、そして活躍する
女性の可視化を通じて、地域全体の意識改革を進める必要があります。

８．事業の実施体制
　（連携の状況）

・一般社団法人ウィメンズフォーラム・くまもとへ業務委託。講師選定や事業の運営、参加者の伴走支援を実施。
・町は委託事業者と連携し、事業の企画、周知広報、情報発信を行った。
・益城町地域共生センター指定管理者は、講座やイベント開催の支援を行った。
・益城町男女共同参画社会推進懇話会は、成果発表イベント開催に協力。

①全5回の活動への参加者延
べ人数

②人材バンク登録者数

評価 評価の理由、事情等

2.概ね達成

　全5回の活動へ延べ94名の方に参加いただきました。特に、第5回の成果発
表イベントには多くの関係者の協力と参加をいただき、これが延べ人数増加の
主な要因となりました。また、アーカイブ視聴対応や託児対象年齢拡大など、
受講しやすい環境整備も参加促進につながりました。
　一方、人材バンク登録者数は目標未達となりました。これは、講座へ修了生
の参加者数が伸び悩んだこと、特に人材バンク登録層へのアプローチ不足が
要因と考えられます。
しかし、登録いただいた方々には、今後、審議会委員や講座講師としての活躍
の場を提供し、人材バンクの活用促進を図ります。

目標・ＫＰＩ 目標値（時点） 報告時（時点）

毎回、講座終了後にアンケート調査を実施し、効果検証。

６．目標達成度及び
　　達成状況に対する評価

（１）事業目標

目標・ＫＰＩ 目標値（時点） 報告時（時点）

（２）事業ＫＰＩ 評価 評価の理由、事情等

３．事業の趣旨・目的
　女性が政策の立案や方針決定の場、地域活動に積極的に参画できるよう、女性リーダーの人材を発掘・育成することを目的
とする。そのため、女性が地域や企業など社会で活躍するための知識や力を身につける学習機会の提供、活躍する女性の
事例を紹介、交流するなど、チャレンジ意識の高揚を図る取り組みや、政策・方針決定の場への女性の参画推進を行う。

４．事業内容

　積極的に発言して参画し、活躍する女性リーダー人材の発掘・育成を目的として実施してきた「ましき女性みらい塾」の１期
から３期までの修了生を対象に以下の方針のもと講座を全4回、成果発表イベントを1回実施した。
・修了生同士の交流を図り、活動の輪を広げる
・修了生の主体的なまちづくりへの参画を促す
・女性人材のネットワークを構築する

５．事業の効果

　本事業は、受講生の主体性を育み、自ら企画・運営する成果発表イベントを通じて実践力を向上させました。自己分析や地
域理解を深め、自身の強みや役割を再認識。また、女性人材バンクへの登録促進により、個人の活動を地域の資産として可
視化し、女性同士のネットワークを構築しました。広報活動を通じて、地域における女性の活躍を周知し、社会参画への関心
を高める効果がありました。

地域女性活躍推進交付金実績報告書（市町村分）

市町村名：熊本県益城町　　　　　　　　　　

１．事業名 ましき女性みらい塾フォローアップ事業

２．実施期間 令和7年5月13日　～　令和8年2月28日


